
（令６ 志文） 総 合 問 題  Ⅰ

（問題部分 1～10 ページ） 

注意事項

(1) 使用できるもの：黒鉛筆・シャープペンシル・プラスチック製の消

しゴム・小型鉛筆削り，時計等「受験者心得」で指示したもの。

(2)受験番号欄は各答案用紙の解答欄と評点欄の２か所，氏名欄は解答欄に１

か所あります。受験番号は５けたの数字を枠内に１字ずつ明確に記入

してください。

(3) 受験番号および氏名を指示されたところ以外に記入した場合や受験番号

の数字が判別できない場合，採点の対象になりません。

(4) 解答は，黒鉛筆またはシャープペンシルで答案用紙の所定の枠内に明確

に記入してください。

(5) 答案用紙の裏面には何も記入してはいけません。

(6) 答案用紙に指示された以外のことを記入しても採点の対象になりません。

(7) 日本語で字数指定のある解答については，句読点も１字に数えます。２

けた以上の算用数字は，答案用紙の１マスに２けたの数字を記入し，

１字に数えます。なお，アルファベットは算用数字に準じます。

例：

bo ok ２字 

「 青 か っ た 。 」 ７字 / 20 20 ２字 / 

HP掲載版



１. 高校生のサユリさんとヒロシさんは、自分たちの課題研究の方向性について相談しています。その研

究の方向性を考えるために、参考となる【資料１】～【資料４】及び【データ１】をもとに、その内容と

考察を【図式１】にまとめました。 

【会話文】、【資料１】～【資料４】、【データ１】及び【図式１】をもとに、後の問１～問７に答えなさい。 

（配点率 50％） 

【会話文】 

サユリ：今回の私たちの課題研究の方向性は、「ワーク・ライフ・バランス」の在り方について考察して

いくということでいいよね。

ヒロシ：そうだね。家庭や人生を楽しむことと仕事をバランスよく両立させるという考え方だね。

サユリ：「ワーク・ライフ・バランス」を考えるうえで、「働き方改革」「男女共同参画社会」という言葉

をよく聞くけど、実際、働き方は変わってきているのかな。

ヒロシ：その現状を知るきっかけとなる情報があったので、【資料１】を見てみよう。

【資料１】 

 ～「男性も育休」と言っても、まだまだ形ばかり？過半数は取得期間が２週間未満。育児の大変さも、

職場で居場所がなくなるかもという恐怖も、大半は女性が背負い込んでいる。～

厚生労働省が毎年実施している「雇用均等基本調査」で、2021 年度の男性の育児休業の取得率は前年

度比 1.32 ポイント上昇の 13.97％だった。前年比プラスは９年連続で、取得率は過去最高となったが、

政府が掲げた「25 年までに男性育休 30%」には大きな隔たりがある。 

育児休業を取得した期間は、女性は「１年～１年半」が 34％で最も多く、次いで「10 カ月～１年」

30.0％など、女性の 80.2%が 10 カ月以上取得。一方の男性は、５日～２週間未満が 26.5%、５日未満

が 25.0%で、２週間未満が５割を超えている。

（出典：「nippon.com」2022.08.10） 

【会話文】

サユリ：やはり、男性の育児休業取得率は、まだまだ低いということね。男性は、育児に参加すること

に関心がないということなのかな。それとも何か要因があるのかな。

ヒロシ：それを考えるために、男性の育児参加の意志に関して書かれた【資料２】を読んでみよう。
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【資料２】

男性の家事・育児参加の水準は依然として低調であるが、近年、特に若い世代において男性の育児参

加が重要であるという考え方は広がってきている。東京大学とベネッセ教育総合研究所が共同で実施し

た「乳幼児の生活と育ちに関する調査 2017～2020」によると、妻が正規職で３歳児（３歳６ヵ月～４

歳５ヶ月）の子どもがいる父親の約９割が「家事や育児を夫婦で分担して行うのは当然だ」と考えてい

る。また、約６割が「子育てをしない男性は父親とは呼べないと思う」に賛成している（ベネッセ教育

総合研究所 2021）。また、日本労働組合総連合会（連合）が同居している子どもがいる 25 歳～45 歳の

有職男性を対象に実施した調査では、仕事と育児のバランスの理想について「仕事を優先」19.1%、「育

児を優先」14.1%、「仕事と育児を両立」62.7%と両立派が６割以上を占めている。ただし、現実のバラ

ンスは「仕事優先」56.5%、「育児を優先」6.8%、「仕事と育児を両立」30.4%となっており、実際に仕

事と育児を両立できている人は少なく、理想と現実の間に大きなギャップが存在している（日本労働組

合総連合会 2019）。

【会話文】

ヒロシ：この資料によると、男性の「仕事と育児を両立」したいという理想と「仕事優先」という現実

との間には、ギャップがあるようだね。

サユリ：では、男性が家事や育児に参加しにくい理由は何なのか･･･これを探っていくと日本の労働観

や「ワーク・ライフ・バランス」の在り方が見えてきそうね。 

ヒロシ： 同じ【資料２】に、「男性の育児分担に影響を与える要因」について言及している部分があるの

で見てみよう。そのひとつめは、長時間労働にあるようだよ。

【資料２】続き

日本男性の労働時間が国際的にも突出して長いことは周知の事実である。OECD（経済協力開発機構）

による 15～64 歳の男女を対象にした「労働時間の国際比較（2020 年度）」によると、日本男性の１日

あたりの労働時間の平均は 452 分と最も長く、OECD の平均値 317 分よりも２時間以上長くなってい

る（内閣府 2020）。また、日本独自の統計であるが、週 60 時間以上働く労働者の割合は 30 歳代、40
歳代の子育て世代では１割を占めている（内閣府 2020）。近年、長時間労働の①ゼセイに向けて、働き

方改革を含めさまざまな取り組みが行われてきているが、かんばしい効果はみられていない。

住宅販売の営業職の H さん（男性 30 歳、子ども１歳）の週あたりの労働時間は 60 時間とかなり長

くなっている。朝は７時半に自宅を出て、帰宅するのは 21 時半か 22 時頃であり、休日出勤も月に１～

２回ある。H さんは、長時間働いて営業成績を上げている同僚をみると、自分のほうの成績が悪いのに

「先に帰ります」というのはできないと語る。そして「その人の成績に近づけるようにもっと一生懸命

に取り組まなければならない」と感じている。仕事上の要請が家族生活よりも優先され、長時間労働が

常態化しているが、こうした状況は例外的なものではない。

労働時間が減らない要因の一つに、時間外労働に対する規制の弱さを指摘することができる。労働基

準法 32 条では法定労働時間は週 40 時間と定められているが、同法 36 条（略して「三六協定」と呼ぶ）

によって時間外労働が可能となるため、労働時間規制としての実質的な効果は極めて弱い。むしろ、法

定労働時間は残業代が支払われるか否かの境界ラインとして機能している側面が大きい。

もう一つの要因として指摘できるのが、日本独特の雇用慣行である。小野（2017）は、日本の雇用慣

行の文化的特性として、インプット重視、集団意識と上下関係、曖昧な職務内容等を挙げている。イン

プットとは労働投入量をさすが、日本の職場における評価制度は勤続年数や労働時間等のインプットを
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重視する仕組みになっており、長時間労働はその象徴だといえる。また、仕事が終わっても上司や同僚

に気を使って帰宅しづらい、いわゆる「付き合い残業」は、集団意識が強く、上下関係が厳しい職場文

化が影響している。加えて、日本の職場では、仕事内容や責任の範囲が明確に定義されておらず、会社

からの命令であれば、本人が担う基幹業務と直接関係なくても従わなければならない。つまり、職務内

容が曖昧であるために、自分の仕事が終わっても、他の人の仕事をカバーしなければならないことも多

く、残業が常態化しやすいのが特徴である。職務内容が明確に示された上で雇用契約を結ぶ「ジョブ型」

の欧米諸国とは明確な違いがあるといえる。

 男性の育児分担に影響を与えるもう一つの要因として性別役割分業意識がある。中でも「男性が主た

る経済的な役割を担う」という生計分担意識は男性の長時間労働を②ホカンするものであり、両者は密

接な関係にある。男性の稼得力への期待は、長時間労働を許容する意識につながり、結果として男性の

家庭役割への関与をはばむことになる。

近年「男は外で働き、女性は家庭を守るべき」という意識に関しては、これに反対する人の割合が年々

増加していることが明らかになっている（内閣府 2019b）。しかしその一方で、男性に家族の主たる稼ぎ

主としての役割を期待する意識は衰えていない。たとえば、内閣府（2012）の「『男性にとっての男女

共同参画』に関する意識調査報告書」によると、「（結婚したら）夫は家族のために、仕事は継続しなけ

ればならない」に賛成する割合（「とてもそう思う」と「ややそう思う」を足した割合）は、男性 77.0%、

女性 80.2%と、男女ともに約８割と高い割合になっている。 
 私たちのインタビュー調査の事前アンケートにおいても、未就学児のいる常勤共働き男女のうち、「生

計を担う最終責任は誰か」という質問に対して「主に夫」と回答したのは、女性では約５割（常勤共働

き女性 29 名のうち 15 名）、男性では約６割（常勤共働き男性 36 名のうち 22 名）を占めていた｡父親

にもっと育児に関わってもらいたいと願いつつも、稼得役割を果たすために長時間労働になることをや

むを得ないと諦める常勤共働き女性は少なくなかった。たとえば、D さん（女性 42 歳、建設会社の営

業事務の主任、子ども３歳）は「あ、もう、あの、ちゃんと働いてお給料もらってきてくれれば、もう

いいです。」と語り、夫には家事・育児分担よりも、家族を養うための安定した収入を期待していた。

 男女の賃金格差が依然として大きいこと、長時間労働が常態化する職場、育児役割に伴うキャリアの

断念や中断等を考慮すると、常勤の既婚女性であっても十分な稼得力を得ることは難しい状況がある。

日本では、家族の稼ぎ主として経済的役割を担う働き方が、依然として男性の働き方の標準になってお

り、父親のアイデンティティの重要な構成要素となっている（多賀 2018）。男性に経済力を求める女性

側の意識も強い。しかし、夫の経済力に依存する生計分担のあり方は、家庭役割を妻が担うことに合理

性を与えてしまい、家事・育児分担をめぐる交渉を難しくしてしまう。

（高橋美恵子編『ワーク・ファミリー・バランス: これからの家族と共働き社会を考える』より 一部変更） 

【会話文】 

ヒロシ： 【資料２】によると、男性が仕事優先の働き方をしなければならないような状況が見えてくる

 ね。男性の育児休業取得率を入り口に、日本の労働環境の現状を考えることができたね。 

サユリ：そうだね。このような状況を変えない限り、「ワーク・ライフ・バランス」や男女が協力して社

会を作っていくという「男女共同参画社会」の実現は難しいということだね。 

ヒロシ：ただ、これからの社会は、これまでの分業体制ではだめだと分析する人もいるんだよ。

サユリ：その分析の一つが、【資料３】に書かれているんだね。見てみよう。
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【資料３】

ジェンダー平等の実現は、世界を持続可能な発展に導くのであり、逆に、①ジェンダー平等を実現し

なければ、世界の国々や各地域は立ち行かなくなるとの認識が世界的に共有されているというわけです。 
日本も決して例外ではありません。これまでの日本社会では、「男は仕事、女は家庭」「男が主役、女

が脇役」というように、家庭、職場、地域など社会のあらゆる場において、男女が異なる役割を担う性

別役割分業の慣行が支配的でした。こうした慣行から外れた人に対しては、「男のくせに･･････」「女だ

てらに･･････」などと③ケイベツする言葉が浴びせられたり、冷ややかな視線が注がれたりすることも

少なくありませんでした。それでも、戦後の復興期から 1990 年代初頭のバブル経済④ホウカイの頃まで

は、日本はそうした男女の分業体制のもとで経済成長を遂げ、物質的に豊かな社会を実現してきました。 
ところが、1990 年代以降の社会情勢の大きな変化に伴い、そうした分業体制では社会が立ち行かな

くなってきました。  

（多賀太『ジェンダーで読み解く男性の働き方・暮らし方: ワーク・ライフ・バランスと持続可能な社会の発展

のために』より）

【会話文】

ヒロシ：社会の情勢の変化に伴い、女性の力が、職場でもっと必要になるということのようだね。

サユリ：これからの産業界で、なぜ女性の力がもっと必要になるのかな。

ヒロシ：その理由について示唆を与えてくれる【資料４】を読んでみよう。

【資料４】

産業界では、規制⑤カンワによる異業界からの参入、消費者ニーズの多様化などの要因が複雑に絡み

合い経済環境は著しく変化している。競合に勝ち生き残っていくためには、新たな価値を提供するビジ

ネスモデルの立ち上げが急務であり、業界や産業構造を変えるイノベーションの実現がその鍵となる。

イノベーションの実現には、多様な人材の確保とその個性や能力を生かせる組織作りが必要である。同

じ能力を持った人でも、所属組織とのエンゲージメントが高くロイヤルティを強く感じている人は、そ

うでない人と比較して、仕事に対して高いパフォーマンスを発揮することが分かっている。ダイバーシ

ティ（Diversity）は直訳すると多様性で、ビジネスに当てはめると多様な人材を活かすことになる。多

様性を生かした組織作りは、今や企業のイノベーションには欠かせない要素となっている。エンゲージ

メントを高めるために欠かせないもう一つの要素は、インクルージョン（Inclusion）である。女性を含

む企業内のすべての従業員が参画する機会を持ち、それぞれの経験や能力、考え方が認められ活かされ

ている環境、それがインクルージョンである。インクルージョンの実現は、個人のパフォーマンスを最

大限に引き出すための企業の重要な成長戦略になる。ダイバーシティ＆インクルージョンは、イノベー

ションを実現するためには不可欠と言える。

（行木陽子「女性参画拡大によるイノベーション」『学術の動向』2018.12 より） 

【会話文】

サユリ：この【資料４】によると、社会情勢が変化すると女性の力が今まで以上に重要だということ

が、理念としてだけでなく、現実問題として分かるね。

ヒロシ：そうだね。また、日本の将来の人口推移のデータからも、女性の力が職場にさらに必要にな

ることが推測できるよ。【データ１】が参考になるよ。
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サユリ：確かにそうね。厚生労働省の調査によると、2021 年の女性の労働力率（15 歳以上人口に 占
める労働力人口の割合）は、53.5％で、男性は、71.3％だったようよ。日本の労働環境を、一

度に変えることは難しそうだけど、こうした社会の変化が、「男は仕事、女は家庭」という考

え方を変えて、「男女共同参画社会」や「ワーク・ライフ・バランス」の実現の手助けをして

くれるといいな。

【データ１】 

（出所：厚生労働省 HP） 

ヒロシ：男性の育児休業取得率の情報から、日本の労働環境や将来の日本の社会変化とそれに伴う女性

の社会進出の必要性まで見えてきたね。

サユリ：そうだね。研究の下調べとしてはよくできたと思うよ。

ヒロシ：これまでの内容を【図式１】にまとめて、整理してみようよ。

サユリ：そうだね。それから、今後の探究の方向性を決めましょう。私は、海外の「ワーク・ライフ・

バランス」の考え方や働き方についてもっと調べて、どうすれば日本でも「ワーク・ライフ・

バランス」の理念が実現できるかを考えてみたいわ。

ヒロシ：僕は、職場以外で働く「リモートワーク」や仕事を複数人で分担して働く「ワークシェアリ

ング」を調べて、「長時間、ひとつの職場にいることが働くこと」という意識を変える方法を

考えようと思っているよ。
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【図式１】 

  

 

将来、女性の力が「職場」で今よりもっと必要とされる状況が来る理由 

⑴ 社会情勢の変化

⑵ 将来の人口構成

⑶ 仕事も家庭や生活も大切にするという「ワーク・ライフ・バランス」といった

新しい労働観の普及

現象 

問い 

日本の男性の育児休業取得率が相変わらず低い。一方、父親には、育児に参加した

い意志がある。 

なぜ男性が、育児や家事に参加しにくいのか？ 

理由の分析 

１ 仕事優先の長時間労働  

◎長時間労働が常態化する理由

⑴時間外労働に対する規制の弱さ

⑵日本独特の雇用慣行

２ （ A  ） 

・「男性が主たる経済的な役割を担う」 

・伝統的な意識：「男は外で働き、女性は家庭を守るべき」

３ 女性に不利な労働環境 

⑴（ B  ） 

⑵ 長時間労働が常態化する職場

⑶（ C   ）  など 

考察   １＋２＋３ をまとめると、 

（  D   ） という、男性が育児や家

事に参加しにくい理由が見えてくる。 

将来の展望 
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問１ 下線部 ①ゼセイ・②ホカン・③ケイベツ・④ホウカイ・⑤カンワ を漢字に直しなさい。 

問２ 波線部 ①ジェンダー平等に反対する考えをあらわし、「男性の方が女性に比べて尊重され優位

な立場にあるような態度、思想、風潮」を意味する四字熟語を漢字で答えなさい。

問３ 【図式１】の空欄（ A ）～（ C ）に入るべき語句を、【資料２】から抜き出して答えなさ

い。ただし、（ A ）には、8 文字、（ B ）には、18 文字、（ C ）には、17 文字の語句

が入る。

問４ 【資料２】をもとに、長時間労働が起きやすい理由を、「日本の雇用慣行の文化的特性」の 3 つの

要素を明らかにしたうえで、250 字以内で説明しなさい。 

問５ 【図式１】の（ D ）には、「男性が育児や家事に参加しにくい理由」をまとめたものが入

る。【資料２】及び【図式１】をもとに、その理由を 250 字以内で説明しなさい。 

問６ 【資料４】をもとに、社会情勢が変化し、企業が勝ち残っていくためには、女性の力が職場でさ

らに重要になる理由を、「イノベーション」という語句を必ず使って、250 字以内で説明しなさ

い。

問７ 【会話文】及び【データ１】の人口の推移から読み取れることをもとに、これから女性の力が職

場でさらに重要になる理由を、150 字以内で説明しなさい。 

 １． の問題は以上です。 
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２．（配点率 15%）  𝑎 は 0 でない実数で，𝑏，𝑐 は実数とする。𝑥 についての二次関数 

𝑓(𝑥) = 𝑎𝑥2 + 𝑏𝑥 + 𝑐 

について次の問いに答えよ。 

問１ ２次式  𝑎𝑥2 + 𝑏𝑥 + 𝑐 を平方完成し，𝑦 = 𝑓(𝑥) のグラフの頂点の座標を求めよ。 

問２ 𝑎，𝑐 が定数で，𝑏 の値だけが変化するとき，𝑦 = 𝑓(𝑥) のグラフの頂点の軌跡を求めよ。 

問３ (2)で求めた軌跡を 𝑦 = 𝑔(𝑥) とする。𝑎，𝑏，𝑐 （𝑏 ≠ 0）を定数として，𝑦 = 𝑓(𝑥) と 𝑦 = 𝑔(𝑥) が

囲む部分の面積を求めよ。 
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３．（配点率 20%） 𝑎 は 1 < 𝑎 を満たす実数，𝑏 は 0 < 𝑏 < 1 を満たす実数， 𝑐，𝑑 は実数とする。 

三角関数 

𝑓(𝑥) = 𝑎 sin {𝑏(𝑥 − 𝑐)} + 𝑑 

について次の問いに答えよ。 

問１  𝑦 = 𝑓(𝑥) は， 𝑦 = sin 𝑥 のグラフをどのように拡大した後，どのように平行移動したグラフか説

明せよ。 

問２  𝑦 = 𝑓(𝑥) の隣接する極値が次の値のとき，𝑎，𝑏，𝑐，𝑑 の値を求め

よ。ただし， 𝑐 は最も絶対値の小さい値で答えよ。 

① 極大値 𝑓(6) = 120

② 極小値 𝑓(14) = 40
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４．（配点率 15%） 「源氏香」というゲームがある。香りの異なる香木 5 種類をそれぞれ 5 個ずつ計

25 個用意し，その中から 1 個ずつ 5 回無作為に選んで，順に香りの違いを判別していく。香りの種類を

当てるのではなく，香りがそれまでのどれかと同じ（同香）か異なる（異香）かだけを判別する。解答

は 5 本の縦線を使って，右端が 1 回目，左端が 5 回目を意味し，5 回のうち同香になったものどうし

を，横線で上部を連結して表す。 

例えば，すべて同香なら ，すべて異香なら と解答する。香りの種類は問わないので，すべて

同香の場合もすべて異香の場合もそれぞれ 1 つの解答になり， 1 通りとみなす。また，1 回目と 3 回目

が同香，2 回目と 4 回目が 1 回目 3 回目とは別の香りで同香，5 回目は 1～4 回目とは異香だった場合

は， または と表せるが，これらは同じ 1 つの解答とみなす。 

問１ 5 回のうち 4 回が同香で 1 回が異香になる解答は全部で何通りあるか。 

問２ 5 回のうち 3 回が同香で 2 回が別の香りで同香になる解答は全部で何通りあるか。 

問３ 5 回のうち 2 回が同香，他の 2 回が別の香りで同香，あと 1 回がさらに別の香りになる解答は全

部で何通りあるか。 

２．の問題は以上です。

総合問題１の問題は以上です。
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